
も
う
す
ぐ
春

今
年
の
冬
は
、
昨
年
よ
り
寒

か
っ
た
で
す
が
、
二
十
四
節
季
で

は
ま
も
な
く
「
啓
蟄
（
け
い
ち

つ
）
＝
冬
ご
も
り
し
て
い
た
虫
が

地
中
か
ら
は
い
出
る
こ
ろ
）
」
。

少
し
づ
つ
春
は
近
づ
い
て
き
て

い
ま
す
。

三
年
生
は
い
よ
い
よ
卒
業
が

間
近
に
せ
ま
り
、
当
日
に
向
け
準

備
を
し
て
い
ま
す
。
先
日
行
わ
れ

た
「
三
年
生
が
語
る
進
路
講
演

会
」
で
は
、
代
表
者
が
進
路
活
動

の
体
験
談
を
、
自
分
の
視
点
で
良

い
点
・
改
善
点
を
踏
ま
え
発
表

し
、
一
・
二
年
生
に
「
そ
ろ
そ
ろ

本
気
で
考
え
な
け
れ
ば
！
」
と
、

や
る
気
を
起
こ
す
よ
う
な
講
演

会
と
な
り
ま
し
た
。

本
号
で
は
、
卒
業
生
の
こ

れ
ま
で
の
農
業
ク
ラ
ブ
活

動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

二
月
中
の
ク
ラ
ブ
員
の
学

習
活
動
を
掲
載
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
員
全
員
が
学
校
生

活
を
充
実
さ
せ
、
今
後
の
活

動
へ
の
意
識
付
け
に
し
て

ほ
し
い
で
す
。

第２７号

発行：修明高校農業クラブ

令和３年２月２６日

卒業式まであとわずかとなりました。卒業される３年生の農業クラブ活動を一部まとめました。３年生は振り返りとして、１・２年生は先輩の

活動・成績をこれからの活動の参考にしてください。

先輩方の活動の記録 ～卒業生の農業クラブ活動を振り返る～

農業科３年

【タンポポ調査】３年生は３年連続調査 【資格取得】みんなで知識技術を習得

分布調査から集計までを自分たちで

【各種競技会】強みを活かし県大会出場

【農業祭】収穫に感謝し〇×クイズとＢＢＱ

【校内課題研究発表会】研究成果を発表！

【校内外の活動】教室を出て学習

３年次は専攻班毎に研究内容を紹介

ﾎﾞｲﾗｰ、ｱｰｸ溶接、ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ、日本農業技術検定等々

ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ「のうくっく」

「節分」バージョン
（クラブ員が書いてくれました。）

↑「３年生が語る進路講演会」のようす。早期に目標を決め、「自分ごと」として具体的に行動することが大切と語る。



他にも
いろいろな活動をしています！
（今後記事として取り上げます）

今後の予定
（今後の状況により延期・中止等有）

〇３／　１（月）：卒業式（１・２年生は臨時休業）
〇３／１９（金）：終業式・教室移動
〇３／３０（火）：離任式・教科書販売
〇４／　８（木）：始業式
〇４／　９（金）：入学式（新２・３年生は休業日）

本号の
制作者

　

【食品科学科】

〇農畜産加工班：みその購入は郷先生まで。

〇製菓製パン班：修明笑店でマドレーヌを販売。

〇実験乳加工班：経営ﾏｰｹ報告会を2/25に実施。

新品種への挑戦 八重咲きペチュニアをめざして

目指せ、合格！ さらに上位級を目指し

【生産流通科】

〇野菜班：キュウリ・メロンの定植の準備作業中です。

〇草花班：小学校等の卒業式用鉢花を栽培・管理中。

〇作物班：来年度の栽培に向け計画・準備中です。

〇畜産班：新しい牛の受け入れを準備してます。

〇植物ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ班：各植物の継代培養中。

左から

１－２ 緑川 慶大くん（監事）

１－２ 角田 陽輝くん（副会長）

１－３ 八木 風樺さん（書記）

１－３ 矢吹弥沙紀さん（会計）

今年度のみそが完成 ３年生が製造しました

生産流通科植物バイオテクノロジー班

食品科学科農畜産加工班 農業科１～２年生

適合を確認 品目を追加登録し継続審査

生産流通科野菜班

ペチュニアはナス科の植物で、花壇用苗としてとても人気があり、約４００種

の品種があります。専攻班では新しい「八重咲きペチュニア」を作出するため薬

品処理をしています。八重咲きペチュニアに葯を出現させ、それをいろいろなペ

チュニアと交配して新しい品種を作出するために取り組んでいます。今後、修

明独自のペチュニアを開発していきます。

昨年５月に３年生が仕込んだ「みそ」が、１０か月間の熟成を経て完成しま

した。修明高校では「製麹（＝蒸米に麹菌を付け、米麹をつくること）」から３

年生が行いました。熟成前と後では色も香りも変化していて、麹菌による発

酵の奥深さを改めて知りました。（5㎏＝1750円で販売）

【米味噌の製造工程】

製麹（蒸米をこすり種麹を付け

大豆・米麹・塩を混ぜ合わせる

熟成前は黄土色（ダイズの色）

２月１日（月）午前中にJGAPの継続審査が実施され、専攻生３人も参加

しました。ＪＧＡＰでは基準に適合しているかを２年毎に審査します。今回

はミズナを追加登録し審査結果は３月上旬に通知されます。

また、野菜班ではＦＧＡＰの認証にも挑戦していきます。

Q：『ＦＧＡＰ』ってなぁに？

A: 福島県独自の「農業生産工程管理」です。

Q:どんな内容ですか？

A:ＪＧＡＰとほぼ同じですが、放射線物質対策等も強化さ

れ、より福島県の農業に沿った内容になっています。

Q：他にも『ＧＡＰ』の種類はありますか？

A：各国のGAPや「ASIA GAP」や「GLOBAL GAP 」があります。 材料として用いる八重咲きペチュニア

ひとつひとつ丁寧に作業 ペチュニアの断面。葯が出現している

種子・肥料などの購入履歴や作業記録の確認 施設設備も適合しているか確認

燃料や薬品庫なども細かく確認します

１年生の新役員が中心になって、農業日和をつくってます！

２月２１日（日）午前中、本校パソコン室を会場に日本語ワープロ検定試験が行

われました。クラス毎に入れ替え制で行われ、４級２５人・３級５２人・準２級４２

人・２級８人の計１２７人が受検しました。日々の授業に加え、一部の生徒は放

課後にも自主的に練習を重ねていました。

検定の結果は３月下旬頃に通知されます。来年度はさらに上位級に挑戦だ！！
先輩のみそを

２年生が袋詰め

卒業式に満開にするよう温度管理を徹底！
美味しそうなつやのある茶色をしている。


